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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

<連絡事項>

1 オムツの廃棄方法について・・・新聞紙に包んで捨てる事がマニュアルになりました。皆さん協力お願いします。また、新聞紙が不足となりますのでご協力もお願いします。

2 感染委員会より・・・来週医療廃棄物の点検があります。前月の指摘は、一般ゴミの混入とＢＯＸの上に物が置いてあることでした。又、依然として採血後の注射針のリキャップがあることです。徹底していきましょう。

3 次回の給食委員会は12/15、二階会議室で16時から予定されております。

4 宮村　潔様、気分転換の為の外出が11/21、9時10分～16時まで外泊予定となっています。

5 次回、11/23皮膚科診察はありません。

6 疥癬の患者様入浴後の脱衣所は掃除機を掛け、六一〇ハップで拭くことを続けて行いましょう。その際、車椅子も六一〇ハップで拭く事を続けて下さい。

＜作業報告＞

田端　玲子様～プログラムは穏やかに集中され行えています。絵画等声掛けに良く対応され出来ています。今後も観察を続けて行きます。

三浦　一男様～最近、貼り絵をしています。今後文字を書く練習をしていこうと、準備しています。細かい文字はまだ本人にとって難しいと思われる為、マジックなどっで大きい文字からはじめて徐々に進めていく予定です。名前は書く事出来ていますので今後は住所、天気、野菜の名前、好きな食べ物などを試していく予定です。10～15分は集中出来ると思われるため土曜日、やれる様に準備していきましょう。

山下　ヨシ様～ここ2～3日妄想、独語、奇異な行動が見られているためプログラムも集中して参加出来ない状態でいます。本人をあまり刺激しないよう一般状態の観察を続けていき徐々に現実に目を向けられるよう、介入してみましょう。

若松　高様～　午前中は体調不調で表情も硬く良くありません。断ってからプログラムに入ることが見られています。午後は調子が戻り落ち着かれ参加も拒否なく出来ていますが声掛けが必要となっています。

石渡　サキ様～先週ドリルをしてみようと話していましたが、貼り絵をしている患者様の近くで見ていたため貼り絵をして頂いています。先日行った手順は忘れていますが、説明すると行う事出来ています。プログラムも楽しそうに落ち着いてされています。

　　　　　　　今後も様子を見ながら、忘れたら一部介入しながら本人のペースに合わせて行っていきましょう。

奥利　ウメ様～右上腕・下肢のリハビリについてですが上肢は90°以上挙がってきています。　

　　　　　　　以前より挙がっています。握力も若干ありますがお手玉を落としており物を掴むことはまだ難しいようです。下肢は自分で動かすことは出来てませんが感覚はあるのでそこを動かす事によって刺激し継続して行きましょう。土、日曜日のリハビリはその日の、介護リーダお願いします。

小山　正好様～ドリルは引き続いて行っています。午前中は活動性もよくよく行えているのですが、午後は時間が長いと午後でドリルを行う事を希望されています。午後写字をしようと勧めていますが、初めて行う事為、抵抗があり表情硬くし行われています。拒否する事もみられていますが、これからも本人に勧めていく予定です。

長根　矢一様～易怒的になり大声で怒鳴ったり、叩こうとされたりれする行為があり介入しています。農業関係や地元の話をすると笑顔になって穏やかになります。本人の興味のある会話などを見つけていき、他者様とトラブルにならないよう注意していきましょう。

＜プログラム評価・検討＞

・　プログラムに変化のあるもの柔軟性のあるものを取り入れていきたい。

· また、スタッフの得意なものを取り入れる。（藁で編むなど。）

· 毎日、同じプログラムでも良いのではないか。

· リズム体操や踊りなどスタッフ全員覚え、テープを掛けたら患者様とスタッフで踊り体を動かす機会を作り楽しんで頂きたいと思っています。生活習慣病の予防にも努めていく。

